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要 旨 

 
 平成 18 年９月に公開された文部科学省報告書「防災のための地球観測衛星システム等の構築及び運用の進め方
について」によれば、防災のための次期地球観測衛星システムについて、以下のような方針で実施していくこと

とされている。 
 
① 災害状況の把握では、より詳細な観測データが求められるため、できるだけ高い分解能（約1メートル）を
実現できるセンサの開発を検討する。その際、夜間や悪天候時の観測を考慮し、光学センサだけではなく、

レーダセンサの開発を検討し、光学センサについてはパンクロマチックだけではなく、マルチスペクトルの

センサの開発も検討する。 
② 分解能と観測幅はトレードオフの関係にあるが、国内の主要な災害の規模を考慮すると地震では40～70キ
ロメートル、風水災害では30～50キロメートル程度の観測幅が必要となるため、上記高分解能センサによ
る広域観測の実現を重点目標とし、観測幅は50キロメートル以上を目指す。 

③ 災害発生直後の迅速な観測というニーズに対応するため、概ね3時間以内の観測を目指し、光学センサとレ
ーダセンサを別々の衛星に搭載し、各衛星 2機ずつの 4機体制による観測頻度の向上を実現するシステム
構成を検討する。 

 
 しかしその一方、「取りまとめを通じて明らかとなったことは、地球観測衛星の防災分野の利用については、まだ初

期段階であり、今後解決すべき課題が数多く存在するということである」と結ばれている。 
 本発表では災害監視衛星システムの問題点を論じるとともに、ALOS/PALSAR後継機としてあるべきLバンドSAR
衛星について提案する。 
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